
岸
田
政
権
が
、
原
発
関
連
５
法

案
の
改
悪
を
目
論
ん
で
、
今
国
会

に
提
出
し
た
「
束
ね
法
案
・
Ｇ
Ｘ

脱
炭
素
電
源
法
案
」
で
は
、
①
原

発
の
運
転
期
間
は
最
長
で
も
６
０

年
と
し
た
法
律
を
改
悪
し
、
６
０

年
超
え
運
転
へ
の
道
を
開
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
に

も
、
６
０
年
を
超
え
て
運
転
し
た

原
発
は
あ
り
ま
せ
ん
、
も
っ
と
も

老
朽
な
原
発
で
も
、
運
転
期
間
は

５
３
年
で
す
。
ま
た
、
②
原
発
運

転
期
間
に
関
す
る
規
定
を
、
環
境

省
所
管
の
原
子
炉
等
規
制
法
か
ら

削
除
し
、
経
産
省
所
管
の
電
気
事

業
法
に
移
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
の
上
に
、

原
発
の
「
利
用
と
規
制
」
を
分
離

し
た
経
緯
を
無
視
し
、
運
転
期
間

の
判
断
を
利
用
側
の
経
産
省
に
委

ね
る
改
悪
で
す
。
さ
ら
に
、
③
原

子
力
の
憲
法
・
原
子
力
基
本
法
を

改
悪
し
、
原
発
の
活
用
を
「
国
の

責
務
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

「
原
発
依
存
社
会
」
に
向
け
て
の

反
動
的
改
悪
で
す
。

し
か
し
、
岸
田
政
権
が
ど
う
願

望
し
、
法
律
を
ど
う
変
え
よ
う
と

も
、
経
済
的
利
益
や
政
治
的
思
惑

で
原
発
の
老
朽
化
を
防
ぐ
技
術
や

安
全
性
を
高
め
る
技
術
が
急
に
向

上
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岸

田
政
権
の
「
原
発
依
存
社
会
」
へ

の
暴
走
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
！

一
方
、
関
電
は
、
原
発
ト
ラ
ブ

ル
、
原
発
マ
ネ
ー
不
祥
事
、
約
束

違
反
の
頻
発
を
反
省
す
る
こ
と
も

な
く
、
岸
田
政
権
の
尖
兵
と
し
て
、

老
朽
原
発
・
美
浜
３
号
機
（
運
転

開
始
後
４
６
年
）
の
稼
働
を
強
行

し
、
老
朽
原
発
・
高
浜
１
、
２
号

機
（
同
４
８
、
４
７
年
）
の
６
、

７
月
再
稼
働
を
画
策
し
て
い
ま
す

（
火
災
対
策
不
十
分
に
よ
り
遅
延
）
。

ま
た
、
運
転
開
始
後
３
８
年
、
３

７
年
に
な
り
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使

用
し
、
高
温
・
高
圧
水
が
流
れ
る

一
次
冷
却
系
な
ど
に
ト
ラ
ブ
ル
が

続
出
し
て
い
る
高
浜
３
、
４
号
機

の
２
０
年
運
転
延
長
ま
で
原
子
力

規
制
委
員
会
に
申
請
し
て
い
ま
す

（
４
月
２
５
日
）
。

と
こ
ろ
で
、
岸
田
政
権
は
、
今

冬
に
か
け
て
「
束
ね
法
案
」
の
運

用
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
末
に
は
、
関
電

が
「
使
用
済
み
核
燃
料
の
中
間
貯

蔵
地
を
２
０
２
３
年
末
ま
で
に
福

井
県
外
に
探
さ
な
け
れ
ば
、
老
朽

原
発
を
停
止
さ
せ
る
」
と
し
た
福

井
県
知
事
と
の
約
束
の
期
限
が
来

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
冬
に
か
け
て
、

私
た
ち
の
行
動
は
正
念
場
を
迎
え

ま
す
。
今
こ
そ
、
目
に
見
え
る
行

動
、
耳
に
聞
こ
え
る
行
動
に
起
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
！

「
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実
行

委
員
会
」
は
、
５
月
２
６
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
制

限
さ
れ
て
き
た
「
老
朽
原
発
う
ご

か
す
な
！
」
の
行
動
を
起
死
回
生

さ
せ
る
大
集
会
（
集
会
名
・
「
と

め
よ
う
！
原
発
依
存
社
会
へ
の
暴

走
１
万
人
集
会
」
）
を
１
２
月
３

日
（
日
）
に
大
阪
で
開
催
す
る
こ

と
、
ま
た
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し

て
「
や
れ
る
こ
と
は
全
て
や
る
」

覚
悟
で
大
集
会
を
準
備
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

一
方
、
目
前
に
迫
っ
た
高
浜
１
、

２
号
機
の
再
稼
働
を
阻
止
す
る
た

め
に
、
高
浜
町
や
隣
接
す
る
舞
鶴

市
で
波
状
的
な
集
会
、
デ
モ
を
展

開
し
、
高
浜
町
や
福
井
県
に
「
再

稼
働
同
意
の
取
り
消
し
」
を
申
し

入
れ
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
賛
同
、
ご
支
援
、
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会
）

『
「
束
ね
法
案
」
が
成
立
し
て

も
、
実
行
さ
せ
な
い
闘
い
を
！
』


